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写真 1 生駒家時代讃岐高松城屋敷割図 (高松市歴史資料館蔵)

推定 1638～ 39年 ,「 F弓」「たもん」の記述有

期 F

写真 2 高松城下図屏風 (香川県歴史博物館蔵 )

推定 17世紀中葉,鉄門と北側多聞が同一建物として描かれている
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写真 3 高松城内図 (鎌田共済会郷土博物館蔵 )

推定 1677年以降,鉄門と北側多聞が同一建物として描かれている

写真4 旧高松御城全図 (香川県歴史博物館蔵)

推定 1677年以降,北側多聞を含んで「鉄門」との記述有
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写真 5 解体前鉄門全景 (西から) 写真 6 解体前鉄門全景 (東から)

写真 7 解体前西面 写真 8 解体前南西隅角部 (南西から)

写真 10 栗石流出状況 (西から)写真 9 毀損状況 (西から)

写真 11 解体前南面 (南から) 写真 12 解体前東面 (東 から)
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写真 13 写真測量状況 (南 から)

写真 15 松伐採後天端状況 (北から)

写真 17 表土掘削状況 (北 から)

写真 14 松伐採状況 (南西から)

写真 16 表土掘削状況 (南から)

'|>|― ffi

写真 18 穴蔵検出状況 (北から)

こ: |―挙 ・

穴蔵検出状況 (北西から)
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写真 20 穴蔵検出状況 (北東から)



写真 21 穴蔵石材落ち込み状況 (北 から) 写真 22 穴蔵石材落ち込み状況 (司 ヒ号束から)

写真 24 穴蔵石材落ち込み状況 (南西から)

写真 26 天端完掘状況 (北 から)

写真 23 穴蔵石材落ち込み状況 (北西から)

写真 25 天端完掘状況 (南 から)

写真 28 穴蔵完掘状況 (東 から)写真 27 穴蔵完掘状況 (北西から)
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写真 29 穴蔵完掘状況 (西から)

写真 31 層塔出土状況 (北 から)

写真 30 石臼出土状況 (北東から)

写真 32 西側裾部 トレンチ (西から)

写真 33 西側裾部 トレンチ (南から) 写真 34 東側裾部 トレンチ (東から)

写真 35 東側裾部 トレンチ (北から) 写真 36 石柱撤去状況 (東 から)
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写真 37 南西隅角部根石状況 (西 から) 写真 38 南東隅角部根石状況 (東 から)

写真 39 根石前面配石状況 (東 から) 写真 40 天端発掘調査作業状況 (北から)

写真 41 穴蔵実測状況 (北西から) 写真 42 土層実測状況 (北から)

写真 43 栗石調査状況 (西 から)
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・■功T4r

写真 44 ボーリング調査状況 (南 から)
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写真 45 番付状況 (西 から) 写真 46 番付状況 (東から)

写真 47 墨打ち状況 (南から)

報
|■!:れ

写真 48 害」れ石型作成状況

写真 49 石材調達地 (牟礼町採石場) 写真 50 丁張施工状況 (南 から)

写真 51 石積み状況 (東から) 写真 52 石積み状況 (北 から)
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写真 53 鏡石据付状況 (南西から) 写真 54 鏡石据付状況 (西 から)

写真 56 再利用押石据付状況 (北から)写真 55 再利用押石据付状況 (北 から)

写真 57 隅角石据付状況 (北から) 写真 58 隅角石据付状況 (西 から)

写真 59 石材修復状況 写真 60 新石加工状況 (西から)
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写真 61 新石加工状況 写真 62 新石表示状況 (東から)

写真 68 穴蔵床面復元状況 (北西から)
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写真 63 盛土搬入状況 (北 から) 写真 64 盛土敷設状況 (南から)
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写真 69 穴蔵床面復元状況 (東 から)
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写真 72 穴蔵側面復元状況 (南東から)

写真 73 穴蔵西面復元状況 (東 から)
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写真 74 穴蔵北面復元状況 (南 から)

写真 76 穴蔵南面復元状況 (北 から)写真 75 穴蔵東面復元状況 (西 から)
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写真 77 穴蔵内漆喰施工状況 (東 から) 写真 78 穴蔵復元完了状況 (南西から)
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写真 85 石垣復元完了状況 (西面 ) 写真 86 石垣復元完了状況 (南西隅角部)
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写真 91 石垣復元完了状況 (西側全景 )

写真 90 石垣復元完了状況 (天端 )

写真 92 石垣復元完了状況 (東側全景 )
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写真93 出土遺物①
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94 出土遺物②
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写真95 出土遺物③
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写真96 出土遺物④
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写真97 出土遺物⑤
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写真98 出土遺物⑥

-171-

327



写真99 出土遺物⑦
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写真100 出土遺物③
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出土遺物③
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要  約

高松城は天正 16年 (1588)に生駒親正によつて築城された海城である。勾駒氏の後,寛永 19

年 (1642)に松平氏の居城となり,明治維新をむかえている。鉄門はニノ丸の入口に位置し,絵
図等によると築造当初から存在した門と考えられる。平成 15年 10月 25日 に松の根が原因で鉄

門の石垣が毀損したことにより,平成 16年度に発掘調査及び解体I義 平成 17年度に復元工事

を実施した。発掘調査では明確な礎石等は検出されていないが,豊島石の切石を用いた穴蔵を検

出した。また,解体時の立会調査の出土遺物から,少なくとも17世紀中葉以降に改修を受けてい

たことが判明した。築石にはカキ殻が付着しているものが多く見られ,海岸部で採集された可能

性があり,栗石には五輪塔・石仏・石臼等が韓用されていた。復元に際しては,解体前の状態に

戻しつつ,毀損の原因である松の抜根の他,積み方の悪い部分を改変し,栗石層を厚くし,盛土

も 30 cIIl間 隔で転圧を実施する等の補強を行つた。
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